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非ステロイド性抗炎症薬 (Non-Steroidal Anti-Inflammatory Drugs: NSAIDs) は、整形外科
疾患における抗炎症作用や、冠動脈疾患の治療や予防のための抗血小板凝集作用などを目的として
臨床現場において幅広く用いられており、副作用として頻度が高く生じる NSAIDs 誘発性の薬剤性消
化管粘膜傷害 (NSAIDs 潰瘍) のより有効的な予防や治療対策が求められている。NSAIDs と低用
量アスピリンの併用者の潰瘍再発予防や、高齢者の NSAIDs 潰瘍出血の予防にはプロトンポンプ阻
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荻窪病院の内科、循環器内科、外科、整形外科等の各診療科における 2018 年 12 月の NSAIDs
処方件数 (入院処方箋と外来処方箋の合計値) を電子カルテの診療データ検索を用いて調査した。
処方件数の上位 2 薬物 (ロキソプロフェンナトリウム, アスピリン) を調査対象薬として、消化性潰瘍治
療薬が同一処方箋に処方されている件数を調査した結果、いずれも 8 割以上で消化性潰瘍治療薬が











《マウスにおける IND 誘発性胃粘膜傷害に対する経腸栄養剤の有効性の検討》 
7-9 週齢の雄性 ICR マウスを 23 時間絶食後、精製水あるいはマーメッド®ワン (AL-Na 含有；以下
EN_M) 、及び投与カロリーを揃えるために精製水で 2倍希釈したテルミール®2.0α (AL-Na非含有；
以下 EN_T) の 2 種類の経腸栄養剤 (25 mL/kg あるいは 50 mL/kg) を経口投与し、その 30 分後に
IND (20 mg/kg) を経口投与した。さらに 6 時間後にイソフルラン麻酔下で胃を摘出するまで絶食・絶


























ルを作製することができたものと考えられる  (図 2、3) 。25 mL/kg の EN_M+IND 群及び
EN_T+IND 群における胃粘膜傷害部位の個数及び面積は、いずれも水+IND 群と比較して有意に
低い値を示した (図 2) ことから、EN_M 及び EN_T はともに IND 誘発性胃粘膜傷害の発生を予防
したことが考えられる。また、EN_M+IND 群、EN_T+IND 群共にそれぞれ 25 mL/kg 投与群と比較
して 50 mL/kg 投与群の方が粘膜傷害数及び面積が低値を示し、経腸栄養剤の投与量依存的な粘






















































































•:p < 0.05(Tukey's test)" 
図3 I~-0 誘発性胃粘辰傷害への経腸栄養剤 (50 mL/屈）の影響 4
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精製水あるいは経腸栄養剤 25 mL/kg を投与したマウスについて、IND 投与 6 時間後まで経時的
に採血し、血漿中 IND 濃度を LC-MS/MS により測定した。水+IND 群、EN_M+IND 群及び
EN_T+IND 群の各群の血漿中 IND 濃度推移を比較したところ、何れの採血時間においても各群間
に有意な差は認められなかった (図 4) 。また、得られた血漿中 IND 濃度推移より薬物動態学的パラ
メータを算出したところ、血漿中濃度-時間曲線下面積 (AUC0-6 ) 、最高血漿中濃度 (Cmax) 、最高
血漿中濃度到達時間 (Tmax) 及び平均滞留時間 (MRT) のいずれのパラメータについても、各群間










とでフレイルサイクルの起点となり得ることが知られていて、Med-Pass は QOL を確保する上で有用な

















































































治療対策が求められている。本研究では、まず、臨床現場 (荻窪病院) での NSAIDsと消化
性潰瘍治療薬の併用状況を調査した。電子カルテの診療データ検索を用いて NSAIDsの処方
件数を調査し、上位 2 薬物 (ロキソプロフェンナトリウムおよびアスピリン) について、
消化性潰瘍治療薬が同一患者に処方されている件数を調査した結果、いずれの NSAIDsにお
いても 8 割以上の患者で消化性潰瘍治療薬が処方されており、多剤併用により生じる薬物
相互作用発現や副作用、医療費増加等の問題を内在していることが考えられた。 
そこで、消化性潰瘍治療薬の代替として「食品」に分類される経腸栄養剤に着目し、NSAIDs
誘発性胃粘膜傷害に対する有効性についてマウスを用いて検討した。雄性 ICR マウスに精
製水あるいは経腸栄養剤 (マーメッドⓇワンあるいはテルミールⓇ2.0α) を経口投与し、30
分後にインドメタシンを経口投与した。6 時間に胃を摘出しホルマリン固定した後、幽門
部の粘膜傷害を観察した結果、いずれの経腸栄養剤もインドメタシンによる胃粘膜傷害の
生成を有意に抑制することが明らかとなった。次にインドメタシンの血行動態を検討する
と経腸栄養剤投与群はコントロールと比較して、各パラメーターの差異を認なかったこと
から、経腸栄養剤によりインドメタシンの消化管からの吸収は阻害されていないことが示
唆された。すなわち、経腸栄養剤の投与により NSAIDs 誘発性胃粘膜傷害の発症を抑制でき
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る可能性が示された。 
「食品」である経腸栄養剤を消化性潰瘍治療薬の代替として使用することが可能であれ
ば、多剤併用の状態を改善する一助となり、薬物相互作用や副作用などの有害事象発生リ
スクの低減が期待できる。処方薬が減らされることは、医療費高騰の対策にも繋がる可能
性が考えられる。以上のことから、本研究は臨床的な意義が大きく、学位論文（博士、薬
科学）に値すると考える。また、申請者は、博士（薬科学）に相応しい学識を有すると評
価した。 
